
会議結果（要旨） 

 会  議  名 令和５年度　第１回音更町空家等対策協議会

 開 催 日 時 令和６年２月１５日（木）　午後１時３０分から午後２時３０分

 開 催 場 所 音更町役場　３階　特別会議室

 委 員 出 席 者 木野村会長、石川委員、門委員、北委員、笹島委員、髙田委員、丸尾委員

 
事 務 局 出 席 者

髙瀬建設部長、深谷企画財政部長、松井建築住宅課長、大井企画課長、髙木建築担当主

幹、菅原（隆）建築係長、菅原（義）住宅係長、川村企画調整係長、笹原住宅係主事

 

議 題 ・ 諮 問 内 容 等

１.会長挨拶 

２.案件 

（１）空き家の現状について 

（２）空き家対策の状況について 

３.その他

 会 議 資 料 別紙のとおり

 
会 議 結 果

・空き家の数等について報告 

・特定空家の数、空き家に関する補助事業の実績等について報告

 

出された主な質問等

○空き家の現状について 

（委　員）令和５年度のアンケート調査では、新規物件として２４３件の空き家と思し

きものの情報が来ているということだった。 

　　　　　実際の空き家の件数はどのようになるか。 

（事務局）水道使用料や現地確認をすることで、それらの物件が空き家の定義（１年以

上使用されていない物件）に該当するか確認を行っていくため、空き家の件

数はまだ確定しない。 

これから空き家の件数を精査する。 

 

○空き家対策の状況について 

（委　員）解体補助の表に記載のある、解体工事費に差がある要因は。 

（事務局）解体工事費の金額に差があるのは、建物の古さや、大きさなど建物の状態 

によるものが大きいと考える。 

 

（委  員）老朽危険空き家等除却事業補助の対象者は、限られた者となっているが、 

補助対象者の要件緩和や、補助金額を増額することは検討しないのか。 

（事務局）今後、空き家の数が増えることがあれば、要件緩和や補助金額の増額を検 

討するが、今のところ難しいと考える。

 お 問 合 せ 先 建設部建築住宅課住宅係（内線３２５）


